
【読売新聞社主催】東京ドームにおけるボランティア体験と試合観戦 

 令和５年５月 25 日（木）中野特別支援学校の児

童・生徒８名が、日本財団ボランティアセンターの

方々の協力で、保護者と一緒にボランティア体験

を行いました。 

 このイベントに対して、当選の倍率は４倍と、と

ても多くの方からの応募をいただきました。ありが

とうございました。 

 受付でまずは自分たちの「橙魂ユニフォーム」を

もらいました。それを着用すると、みんなの気分

は上がってきたようです。嬉しそうな表情が印象

的でした。 

 来客者へのユニフォーム

配布が始まると、とても忙し

くなりました。この日の来場

者数は、33,840 人。受け取

りに来た方に一枚一枚ユニ

フォームを渡すことができま

した。「ありがとう」の言葉を

たくさんもらいました。 

 その後はみんなで試合観戦です。

目の前で見るプロ野球選手のプレー

は、とても迫力がありました。 

 最後の仕事は試合中に来客者から

のゴミの回収を行いました。短い時間

ですが、たくさん集まりました。 

 

 

 

 

 今回のイベントでは、ボランティア体験とプロ野球の試合観戦の両方を経験することができまし

た。とても良い企画だったので、今後も同じような募集を楽しみに待ちたいと思います。 


